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校長 小室 いづみ
中庭にホオジロが遊びに来ました↑

１月２７日（金） 今日は『なかま座』の公演が体育館で行われま
した。『なかま座』は船橋市立船橋特別支援学校生徒による太鼓や踊
りによるパフォーマンスです。さらに今年は夏見台小学校ひまわり
学級による演劇も上演されることになり、賑やかな行事となりまし
た。県立船橋特別支援学校６年生も来校して一緒に鑑賞という事で、
昇降口には本校生徒による「歓迎」の文字も貼りだされ、楽しい時
間の予感がいっぱいです。体育館で準備の後、スタートです。最初はひまわり学級７名によ

る『笠こ地蔵』の劇です。音楽に合わせた踊りも入り、可愛いお地
蔵さんの行列に心がほんのりと温かくなる素敵な劇でした。続いて
いよいよ『なかま座』です。大
勢の勇ましい掛け声と共に太鼓
が打ち鳴らされ、踊りも始まり
ました。跳ね駒、よさこいソー

ランと元気の良い曲が続きます。「ラッセーラ、ラッセー
ラ」の掛け声を皆で一緒に大声で叫びました。あっとい
う間に元気の良い時間が過ぎていきました。『なかま座』
の皆さん、ひまわり学級の皆さん、ありがとうございました。来年も是非お出でください。
＊ ＊ ＊
１月３０日（月） 本日は船橋北高校から２名の先生が、研修に来まし

た。個に目を行き届かせる特別支援教育から、多くを学んでくれたようで
す。今年は様々な高校から先生方が研修に来てくれています。迎える側の
校内の教員にとっては忙しいところですが、特別支援教育への理解が広が
ることは大切です。船橋北高校の校長先生もお出でくださり、研修で参加

している授業の様子を見ていただきました。
今日は校内の研究授業も行われていました。高等部

Ｂ課程の道徳の授業です。「親切」って、何だろう？
という内容で寸劇を交えながら、自分だったらどうす
るか？二つの班に分かれて意見を出し合いながら、話
し合うというアクティブラーニングの授業でした。生

徒もしっかり自分の意見を出して参加していました。
＊ ＊
１月３１日（火） 今日は午後から高校の教育相談部会

の地区研修で、１６名の先生方が来校し
ました。学校の説明、見学の後、講義、
最後に６つのグループに分かれて本校の
職員も加わり、「各校における教育相談の現状と課題」というタイトルで
協議を行いました。様々な現状報告と情報交換を通して、高校と特別支援

学校の距離がまた縮まりました。生徒のために悩むのは、共通の課題です。
＊ ＊
２月１日（水） 本日はいつも学校間交流でお世話になっている船橋

啓明高校の斉田校長先生が、メロス言語学院の校長先生と来校されまし
た。メロス言語学院は海外からの留学生が、日本の大学等に入学する前
に日本語の勉強に入る学校です。１０年ほど前から県内県立高校数校と
異文化交流を行っており、船橋啓明高校でも２０１２年から続いているとの事。本校の生徒
の学びの様子に大変感心していかれました。生徒にチャンスが広がると嬉しいナと思います。


